
計算書類に対する注記 （愛厚ホーム佐屋苑拠点区分）

１．重要な会計方針

(1) 固定資産の減価償却の方法

　平成19年3月31日以前に取得したものについては旧定額法、平成19年4月1日以降に取得したもの

については定額法による。

　なお、リース資産（所有権移転外ファイナンス・リース取引）についてはリース期間を耐用年数

とし、残存価額を零とする定額法によっている。

(2) 引当金の計上基準

①賞与引当金

　　職員の期末勤勉手当（6月）の支給に備え、当期分（12月2日～3月31日）の在職・勤務

　期間に対する額を計上。

２．重要な会計方針の変更

　該当なし

３．採用する退職給付制度

(1) 加入要件を満たす職員について独立行政法人福祉医療機構退職共済制度に加入

(2) 総合職・一般職について一般財団法人愛知県民間社会福祉事業職員共済会退職共済制度に加入

(3) 総合職・一般職について社会福祉法人全国社会福祉事業団協議会退職共済制度に加入

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分

当拠点区分において作成する計算書類等は以下のとおりになっている。

(1) 計算書類（会計基準省令第1号第4様式、第2号第4様式、第3号第4様式）

(2) 拠点区分事業活動明細書（別紙3（⑪））

ア　特別養護老人ホーム

イ　短期入所生活介護

ウ　居宅介護支援

エ　短期入所

(3) 拠点区分資金収支明細書（別紙3（⑩））は省略している。

５．基本財産の増減の内容及び金額

　基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。 （単位：円）

６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

　愛厚ホーム佐屋苑（建物） 円

７．担保に供している資産

　該当なし

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

（単位：円）

建物 12,777,162 1,605,451,854 67,521,276 1,550,707,740

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

合　計 12,777,162 1,605,451,854 67,521,276 1,550,707,740

定期預金 0 0 0 0

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物（基本財産） 1,605,451,854 54,744,114 1,550,707,740

土地 0 0 0

建物(その他の固定資産) 0 0 0

構築物 78,663,582 5,500,098 73,163,484

車輌運搬具 5,324,885 5,324,881 4

器具及び備品 82,021,570 12,445,568 69,576,002

建設仮勘定 0 0 0

有形リース資産 0 0 0

合　計 1,771,461,891 78,014,661 1,693,447,230

16,336,807



９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

　債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。

（単位：円）

10．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　該当なし

11．重要な後発事象

　該当なし

12．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らか

にするために必要な事項

　該当なし

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高

0

事業未収金 67,038,936 67,038,936

合　計 206,269,832 0 206,269,832

未収金 138,967,984 138,967,984

未収補助金 262,912 262,912

売掛金 0


